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｢危険判断の論証モデル」の有効性とその限界（二．完）

第
三
節
論
証
モ
デ
ル
の
有
効
性

第
一
項
論
証
モ
デ
ル
の
有
効

１
説
得
価
値
の
獲
得
（

２
迅
速
か
つ
適
正
な
訴

第
二
項
論
証
モ
デ
ル
の
限
界

お
わ
り
に

は
じ
め
に

第
一
節
危
険
判
断
の
論
証

第
二
節
裁
判
例
の
分
析

第
一
項
危
険
、
外
観
的

ｌ
馬
匹

第
二
項
全
証
拠
の
要
請

ｌ
ナ
イ

第
三
項
最
大
の
明
細
性

ｌ
新
島

第
四
項
明
白
か
つ
現
在

第
五
項
抽
象
的
危
険
と
裁
量

「
危
険
判
断
の
論
証
モ
デ
ル
」
の
有
効
性
と
そ
の
限
界
（
二
．
完
）

ｌ
危
険
の
存
否
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
の
分
析
Ｉ

四
項
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
の
合
理
的
再
構
成

ｌ
ナ
イ
フ
一
時
保
管
塀
怠
事
件
（
最
一

一
項
最
大
の
明
細
性
の
要
件
（
最
大
詳
述
の
要
求
）

論
証
モ
デ
ル
の
有
効
性
と
そ
の
限
界

危
険
判
断
の
論
証
モ
デ
ル
の
確
認

裁
判
例
の
分
析

危
険
、
外
観
的
危
険
、
そ
し
て

迅
速
か
つ
適
正
な
訴
訟
審
理
へ
の
寄
与
ｌ
要
件
事
実
論
の
視
点
か
ら
（
発
見
の
文
脈
）

説
得
価
値
の
獲
得
（
正
当
化
の
文
脈
）

論
証
モ
デ
ル
の
有
効
性

ｌ
栃
木
県
警
銃
所
持
許
可
事
件
（
宇
都
宮
地
判
平
成
一
九
年
五
月
二
四
日
判
時
一
九
七
三
号
一
○
九
頁
）

ｌ
泉
佐
野
市
市
民
会
館
事
件
（
最
三
小
判
平
成
七
年
三
月
七
日
民
集
四
九
巻
三
号
六
八
七
頁
）

ｌ
新
島
漂
着
砲
弾
爆
発
事
故
事
件
（
最
二
小
判
昭
和
五
九
年
一
一
一
月
二
一
一
一
日
民
集
一
一
一
八
巻
五
号
四
七
五
頁
）
（
以
上
、
五
二
巻
一
号
）

外
観
的
危
険
、
そ
し
て
決
定
可
能
な
最
終
時
点

０

１
馬
匹
輸
送
車
両
火
災
誤
認
事
件
（
広
島
地
判
昭
和
五
八
年
九
月
一
一
九
日
判
例
時
報
一
一
○
一
一
号
一
○
九
頁
）

（
最
三
小
判
昭
和
五
七
年
一
月
一
九
日
民
集
三
六
巻
一
号
一
九
頁
）

米
田
雅
宏
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第
二
節
裁
判
例
の
分
析
（
承
前
）

第
四
項
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
の
合
理
的
再
構
成

ｌ
泉
佐
野
市
市
民
会
館
事
件
（
最
三
小
判
平
成
七
年
三
月
七
日
民
集
四
九
巻
三
号
六
八
七
頁
）

否
か
で
あ
っ
た
。

一
二
）
次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
関
西
新
空
港
反
対
全
国
総
決
起
集
会
を
開
催
す
べ
く
行
っ
た
市
立
泉
佐
野
市
民
会
館
使
用
の
申
請

が
、
泉
佐
野
市
長
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
（
国
家
賠
償
訴
訟
）
。
こ
の
事
件
で
主
と
し
て
争
わ
れ
た
の
は
、
本
件
集
会
の

た
め
の
会
館
の
使
用
が
市
立
泉
佐
野
市
民
会
館
条
例
七
条
一
号
規
定
の
「
公
の
秩
序
を
み
だ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」
に
該
当
す
る
か

（
一
一
）
こ
こ
で
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
こ
の
事
件
は
こ
れ
ま
で
見
た
事
件
と
や
や
異
な
る
問
題
状
況
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
事
件
は
、
損
害
発
生
の
蓋
然
性
〈
危
険
）
が
あ
る
場
合
に
、
「
》
」
れ
を
阻
止
す

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

る
警
察
措
置
（
危
険
防
御
措
置
）
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
回
の
事
件
は
、
損
害
発
生
の
蓋
然
性
（
危
険
）
が
な

い
場
合
に
は
じ
め
て
当
該
行
為
を
許
す
（
許
可
す
る
）
と
い
う
、
許
可
留
保
付
き
予
防
的
禁
止
に
基
づ
く
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
許
可
留
保
付
き
予
防
的
禁
止
と
は
、
周
知
の
通
り
、
社
会
的
に
害
あ
る
行
為
で
は
な
い
が
経
験
則
上
何
ら
か
の
悪
影
響

を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
と
結
び
つ
い
て
い
る
行
為
を
一
般
的
に
禁
止
し
、
そ
の
解
除
を
行
政
庁
の
事
前
の
審
査
に
か
か
ら
し
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
当
該
行
為
を
統
制
す
る
法
制
度
で
あ
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●

さ
て
、
一
般
に
損
害
発
生
の
蓋
然
性
（
危
険
）
が
な
い
こ
と
が
当
該
行
為
の
許
可
要
件
と
さ
れ
て
い
る
場
合
、
法
は
当
該
行
為
を
厳

し
く
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
《
あ
る
特
定
の
行
為
に
つ
い
て
事
前
に
統
制
す
る
必
要
の
な
い
よ

う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
当
該
行
為
が
具
体
的
ケ
ー
ス
に
お
い
て
許
さ
れ
る
か
》
と
い
う
問
題
と
《
経
験
則
上
何
ら
か
の
悪
影
響
を
及
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｢危険判断の論証モデル」の有効性とその限界（二．完）
ぼ
す
リ
ス
ク
と
結
び
つ
い
て
い
る
行
為
に
つ
い
て
事
前
に
統
制
す
る
必
要
の
あ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
当
該
行
為
が
具
体
的
ケ
ー
ス
に

お
い
て
許
さ
れ
る
か
》
と
い
う
問
題
と
は
別
問
題
で
あ
り
、
後
者
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
許
可
留
保
付
き
予
防
的
禁
止
の
下
で
の
危
険
判
断

は
、
前
者
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
警
察
措
置
（
危
険
防
御
措
置
）
に
お
け
る
通
常
の
危
険
判
断
よ
り
も
厳
し
い
判
断
方
法
、
つ
ま
り
、
損
害

発
生
の
蓋
然
性
が
、
た
と
え
「
僅
か
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
危
険
と
認
定
す
る
よ
う
な
判
断
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
説
明
は
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
問
題
状
況
の
違
い
は
、
《
危
険
防
御
措

置
は
具
体
的
ケ
ー
ス
に
お
い
て
危
険
が
存
在
す
る
場
合
に
は
じ
め
て
講
じ
ら
れ
、
許
可
は
具
体
的
ケ
ー
ス
に
お
い
て
危
険
が
存
在
し
な

い
場
合
に
初
め
て
付
与
さ
れ
る
》
と
い
う
意
味
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
験
則
上
何
ら
か
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス

ク
を
伴
う
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
具
体
的
ケ
ー
ス
に
お
い
て
損
害
発
生
の
蓋
然
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
許
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
こ
こ
で
十
分
な
蓋
然
性
に
達
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
を
「
僅
か
な
蓋
然
性
が
あ
る
」
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
に
特
別
意
味
を

な
す
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
許
可
要
件
は
ｌ
「
僅
か
な
蓋
然
性
（
危
険
の
疑
い
）
」
で
は
な
く
ｌ
「
損
害
発
生
の
蓋
然
性
」
だ
か

ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
と
同
程
度
の
蓋
然
性
に
達
し
て
い
な
い
蓋
然
性
は
、
す
べ
て
「
蓋
然
が
な
ど
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

７ ４

「
危
険
（
蓋
然
性
）
」
と
「
非
危
険
（
非
蓋
然
性
）
」
と
の
間
に
中
間
（
「
僅
か
な
蓋
然
性
」
）
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
許
可
留
保

付
き
予
防
的
禁
止
の
下
で
の
危
険
判
断
は
、
通
常
の
危
険
判
断
に
比
し
て
特
別
厳
格
な
判
断
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
三
一
）
本
件
事
件
を
も
う
少
し
説
明
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｘ
１
・
Ｘ
２
ら
は
、
市
立
泉
佐
野
市
民
会
館
で
関
西
新

空
港
反
対
全
国
総
決
起
集
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
企
画
し
、
右
会
館
の
使
用
許
可
の
申
請
を
し
た
が
、
「
本
件
集
会
に
は
不
特
定
多
数

の
中
核
派
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
派
は
い
わ
ゆ
る
過
激
派
集
団
で
あ
り
、
ま
た
他
の
団
体
と
闘
争
関
係
に
も
あ
る
た

め
、
本
件
集
会
に
他
の
対
立
団
体
グ
ル
ー
プ
が
介
入
し
、
本
件
会
館
内
の
み
な
ら
ず
会
館
付
近
一
帯
が
大
混
乱
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

付
近
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
結
果
を
招
来
す
る
」
と
し
て
、
泉
佐
野
市
長
に
よ
っ
て
不
許
可
処
分
と
ざ

2７



れ
た
。
本
件
集
会
の
名
義
人
で
あ
る
全
関
西
実
行
委
員
会
は
六
団
体
に
よ
っ
て
構
成
き
れ
て
お
り
、
Ｘ
２
は
全
関
西
実
行
委
員
会
の
代

表
者
で
あ
る
。
Ｘ
１
は
そ
の
六
団
体
の
一
つ
の
運
営
委
員
で
あ
り
、
中
核
派
と
活
動
を
共
に
す
る
活
動
家
で
あ
っ
た
（
な
お
Ｘ
１
は
、

昭
和
五
六
年
に
岸
和
田
市
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
関
西
新
空
港
の
説
明
会
で
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
）
。

（
一
一
）
、
一
審
に
お
い
て
訴
訟
当
事
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
主
張
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

許
さ
れ
な
い
。
」

「
本
件
集
会
は
主
催
者
の
統
制
下
で
行
わ
れ
る
屋
内
集
会
で
あ
っ
て
、
：
会
館
内
や
会
館
周
辺
が
混
乱
す
る
お
そ
れ
は
全
く
な
く
、
抽
象
的
に
混
乱
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
の
危
倶
感
の
み
を
理
由
に
不
許
可
と
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
。
現
に
、
昭
和
五
七
、
五
八
年
に
い
ず
れ
も
大
阪
市
内
の
扇
町
公
園
で
開
催
さ
れ
た
関
西
新
空
港
反

対
総
決
起
集
会
や
昭
和
五
七
年
一
○
月
一
一
四
日
に
大
阪
城
公
園
で
開
催
さ
れ
た
反
核
集
会
（
中
核
派
と
対
立
し
て
い
る
と
目
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
も
参
加
）
に
は
中
核
派
も
参

７ ５

加
し
た
が
、
混
乱
が
生
じ
た
｝
」
と
は
一
切
な
い
。
」

【
泉
佐
野
市
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
豈

「
原
告
Ｘ
１
は
、
い
わ
ゆ
る
中
核
派
（
・
・
）
と
行
動
を
共
に
す
る
活
動
家
で
あ
り
、
本
件
集
会
に
も
不
特
定
多
数
の
中
核
派
の
参
加
が
当
然
に
予
定
さ
れ
て
い
た
…
」

「
こ
の
中
核
派
は
、
一
一
一
里
塚
闘
争
か
ら
関
西
新
空
港
反
対
闘
争
へ
と
展
開
す
る
反
対
闘
争
方
針
を
打
ち
出
し
、
デ
モ
行
進
、
集
会
等
の
活
動
を
行
う
中
で
種
々
の
社
会
的
混

乱
を
惹
起
し
て
お
り
、
特
に
昭
和
五
九
年
四
月
四
日
大
阪
府
庁
及
び
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
等
で
起
こ
っ
た
連
続
爆
破
事
件
に
つ
き
自
ら
犯
行
声
明
を
各
新
聞
社
に
出
し

て
い
る
も
の
で
自
ら
の
思
想
、
信
条
の
た
め
に
は
全
く
手
段
を
選
ば
ず
、
法
治
国
家
に
敵
対
す
る
い
わ
ゆ
る
過
激
派
集
団
で
あ
る
。
」

「
Ｘ
１
も
、
昭
和
五
六
年
に
岸
和
田
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
関
西
新
空
港
問
題
の
集
会
で
混
乱
を
惹
起
し
た
こ
と
が
あ
る
。
」

「
中
核
派
は
他
の
過
激
派
集
団
と
左
翼
運
動
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
従
来
か
ら
対
立
抗
争
中
で
あ
り
、
昭
和
五
八
年
七
月
一
日
中
之
島
中
央
公
会
堂
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
第

【
Ｘ
（
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
豈

「
ど
の
よ
う
な
思
想
、
信
条
を
持
つ
者
に
対
し
て
も
集
会
の
自
由
は
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
中
核
派
が
本
件
集
会
に
参
加
す
る
か
ら
と
い
っ
て
不
許
可
と
す
る
こ
と
は
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｢危険判断の論証モデル」の有効性とその限界（二.完）

「
Ｘ
１
に
よ
る
「
泉
佐
野
新
空
港
に
反
対
す
る
会
」
の
名
称
で
の
本
件
会
館
小
会
議
室
の
利
用
申
込
み
に
対
し
て
は
、
従
来
か
ら
何
度
も
こ
れ
を
許
可
し
て
い
る
の
で
あ
っ

６７

て
、
本
件
会
館
の
使
用
許
可
に
つ
き
関
西
新
空
港
に
反
対
す
る
団
体
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」

（
三
）
右
原
告
Ｘ
の
主
張
で
は
、
集
会
の
自
由
の
保
障
の
重
要
性
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
混
乱
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
全
く
な
い
と
す

る
根
拠
は
弱
く
、
過
去
平
穏
に
行
わ
れ
た
集
会
の
実
績
を
挙
げ
る
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
一
方
、
被
告
泉
佐
野
市
の
主
張
も
、
中
核
派

の
性
格
と
過
去
の
集
会
で
起
き
た
混
乱
の
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
だ
け
で
、
本
件
集
会
の
開
催
が
危
険
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
説
得

力
を
も
っ
て
示
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
あ
え
て
危
険
の
存
否
を
争
う
両
当
事
者
の
主
張
を
統
計
的
法
則
（
経
験
則
）
と

事
実
と
を
組
み
合
わ
せ
た
推
論
図
式
の
形
で
再
構
成
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

四
イ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た
三
里
塚
闘
争
関
西
集
会
の
際
、
中
核
派
が
実
力
行
使
に
出
て
、
同
公
会
堂
付
近
一
帯
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
」

「
危
険
性
を
事
前
に
察
知
し
、
憂
慮
し
た
地
元
住
民
等
か
ら
、
泉
佐
野
市
長
に
対
し
、
暴
力
行
為
防
止
と
排
除
の
た
め
極
左
集
団
に
本
件
会
館
を
貸
さ
な
い
よ
う
に
と
の
要

望
脅
等
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
」

【
泉
佐
野
市
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
の
推
論
図
式
］

Ｘ
１
は
、
昭
和
五
六
年
に
岸
和
田
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
開
催
新
空
港
問
題
の
集
会
で
混
乱
を
惹
起
し
た
こ
と
が
あ
る
（
前
提
事
実
２
）
。

中
核
派
は
、
三
里
塚
闘
争
か
ら
関
西
新
空
港
反
対
闘
争
へ
と
展
開
す
る
反
対
闘
争
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
（
前
提
事
実
３
）
。

【
Ｘ
（
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
の
推
論
図
式
】

集
会
が
開
催
さ
れ
て
も
、
一
般
市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
に
対
す
る
安
全
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
中
核
派
が
参
加
し
た
集
会
（
五
七
年
、
五
八
年
に
開
催
さ
れ
た
関
西
新
空
港
反
対
総
決
起
集
会
。
昭
和
五
七
年
一
○
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
反
核
集
会
（
中

核
派
の
対
立
す
る
グ
ル
ー
プ
も
参
加
）
）
で
、
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
は
一
切
な
い
（
前
提
事
実
１
）
。

中
核
派
が
参
加
し
た
集
会
で
こ
れ
ま
で
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
集
会
が
開
催
さ
れ
て
も
混
乱
が
生
ず
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
（
経
験
則
１
）
。

2９



こ
こ
か
ら
少
な
く
と
も
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
原
告
Ｘ
と
被
告
泉
佐
野
市
が
、
危
険
の
有
無
を
根
拠
づ
け
る
過
去
の
集
会
の
実
績
例

を
そ
れ
ぞ
れ
別
に
挙
げ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
が
（
原
告
Ｘ
は
過
去
平
穏
に
行
わ
れ
た
昭
和
五
七
年
、
五
八
年
の
関
西
新
空
港
反
対

総
決
起
集
会
、
そ
し
て
昭
和
五
七
年
一
○
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
反
核
集
会
を
、
被
告
泉
佐
野
市
は
昭
和
五
八
年
中
核
派
が
実
力
行

使
に
出
て
大
混
乱
に
陥
っ
た
第
四
イ
ン
タ
ー
主
催
の
三
里
塚
闘
争
開
催
集
会
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
）
、
そ
の
他
互
い
の
具
体
的
な
争
点

は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
（
推
論
形
式
と
し
て
合
理
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
）
。

（
四
）
こ
の
点
に
関
し
、
」
審
の
大
阪
地
裁
（
大
阪
地
判
昭
和
六
○
年
八
月
一
四
日
民
集
四
九
巻
三
号
八
七
二
頁
）
は
、
「
「
公
の
秩
序

を
み
だ
す
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
」
の
、
公
の
秩
序
を
み
だ
す
と
は
、
人
々
の
生
命
、
身
体
、
財
産
の
安
全
を
侵
害
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
：

右
侵
害
行
為
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
も
含
む
と
解
さ
れ
る
」
と
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
原
告
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し

「
本
件
に
お
い
て
は
、
前
記
認
定
の
通
り
、
中
核
派
は
関
西
新
空
港
反
対
闘
争
等
に
お
い
て
、
前
記
四
月
四
日
の
連
続
爆
破
事
件
等
人
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
侵
害
す
る

違
法
な
実
力
行
使
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
を
是
認
す
る
闘
争
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
前
記
認
定
の
中
核
派
と
原
告
Ｘ
１
及
び
全
関
西
実
行
委
員
会
と
の
関

係
、
同
原
告
及
び
同
委
員
会
の
本
件
集
会
に
お
け
る
地
位
、
役
割
、
本
件
集
会
の
目
的
、
同
派
の
闘
争
方
針
及
び
本
件
集
会
へ
の
対
応
等
を
総
合
す
る
と
、
同
派
は
単
に
本

て
い
る
。

中
核
派
は
、
本
件
集
会
の
動
向
を
左
右
し
得
る
有
力
な
団
体
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
（
前
提
事
実
４
）
。

昭
和
五
八
年
七
月
一
日
中
之
島
中
央
公
会
堂
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
第
四
イ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た
三
里
塚
闘
争
開
催
集
会
の
際
、
中
核
派
が
実
力
行
使
に
出
て
、
同
公
会
堂

付
近
一
帯
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
前
提
事
実
５
）
。

中
核
派
が
主
導
す
る
集
会
が
開
催
さ
れ
る
場
合
、
中
核
派
と
対
立
す
る
団
体
が
こ
れ
に
介
入
す
る
な
ど
し
て
、
本
件
会
館
の
内
外
に
混
乱
が
生
ず
る
（
経
験
則
２
）
。

中
核
派
が
主
導
す
る
集
会
が
開
催
さ
れ
る
と
、
｜
般
市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
に
対
す
る
安
全
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
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｢危険判断の論証モデル」の有効性とその限界（二 完）

一
審
判
決
の
特
徴
は
、
「
公
の
秩
序
を
み
だ
す
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
」
の
意
味
を
拡
張
し
、
侵
害
行
為
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

７ ８

場
合
も
含
む
と
し
た
上
で
、
本
件
集
会
の
実
質
的
な
主
催
者
を
過
激
な
活
動
組
織
で
あ
る
中
核
派
と
し
、
そ
こ
か
ら
侵
害
行
為
を
助
長

す
る
お
そ
れ
を
認
定
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
も
っ
と
も
中
核
派
が
主
導
す
る
集
会
が
、
な
ぜ
直
ち
に
「
公
の
秩
序
を
み
だ
す
お
そ
れ
が

あ
る
」
と
認
定
さ
れ
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
事
実
、
一
審
は
、
被
告
が
主
張
す
る
「
Ｘ
１
は
昭
和
五
六
年
に
集
会
で
混

乱
を
惹
起
し
た
こ
と
」
「
中
核
派
が
他
の
団
体
と
対
立
抗
争
中
で
あ
る
こ
と
」
「
同
派
が
昭
和
五
八
年
に
他
の
団
体
の
主
催
す
る
集
会
へ

乱
入
す
る
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
」
な
ど
の
事
実
は
、
原
告
Ｘ
１
や
中
核
派
自
体
が
主
催
し
、
又
は
主
体
と
な
る
本
件
集
会
に
お
い
て

自
ら
混
乱
を
起
こ
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ゆ
え
に
参
考
に
な
ら
な
い
、
ま
た
、
原
告
の
主
張
す
る
よ
う
に
昭
和
五
七
年
、
五
八
年
の

本
件
集
会
と
同
旨
の
集
会
や
全
関
西
実
行
委
員
会
主
催
の
集
会
が
い
ず
れ
も
平
穏
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
す
と
中
核
派
と
対
立

す
る
団
体
が
本
件
集
会
に
介
入
し
て
混
乱
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
高
い
と
は
必
ず
し
も
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

９７

り
、
一
」
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
審
判
決
の
結
論
は
や
や
説
得
力
を
欠
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
従
っ
て
裁
判
所
は
、
こ
の
点

を
考
慮
に
入
れ
て
「
侵
害
行
為
が
惹
起
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」
で
は
な
く
、
「
侵
害
行
為
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」

に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
阪
高
裁
（
大
阪
高
判
平
成
元
年
一
月
二
五
日
民
集
四
九
巻
三
号
八
八
五
頁
）
は
、
同
条
項
に
つ
い
て
拡
大
解
釈

別

な
ど
を
せ
ず
、
む
し
ろ
「
公
共
の
安
全
に
対
す
る
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
が
存
在
す
る
場
〈
ロ
」
に
限
｛
正
し
つ
つ
も
、
一
審
と
同
様
、
本

件
集
会
の
実
質
的
な
主
催
者
を
中
核
派
と
認
定
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
加
え
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、
結
果
、
原
告
Ｘ
の
請
求
を
棄
却

件
集
会
の
一
参
加
団
体
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
件
集
会
の
主
体
を
な
す
か
、
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
組
織
に
本
件
会
館
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
は
、
中
核
派
の
関
西
新
空
港
反
対
闘
争
に
寄
与
し
、
右
闘
争
に
基
づ
く
生
命
、
身
体
、
財
産
の
侵
害
行
為
を
助
長
す
る

７ ７

結
果
と
な
る
お
そ
れ
が
多
分
に
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
」
（
傍
点
Ｉ
筆
者
）
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「
こ
の
よ
う
な
状
況
（
本
件
集
会
の
実
質
的
な
主
催
者
が
中
核
派
で
あ
る
こ
と
Ｉ
筆
者
註
）
に
加
え
て
、
前
示
の
と
お
り
、
控
訴
人
Ｘ
１
は
昭
和
五
六
年
の
集
会
に
お
い
て

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

混
乱
を
惹
起
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
中
核
派
が
他
の
団
体
と
対
立
抗
争
中
で
あ
る
こ
と
は
公
知
の
事
実
で
あ
り
、
同
派
が
他
の
団
体
の
主
催
す
る
集
会
へ
乱
入
す
る
事
件

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
本
件
集
会
に
同
派
と
対
立
す
る
団
体
が
介
入
す
る
な
ど
し
て
本
件
会
館
内
外
に
混
乱
が
生
ず
る
こ
と
も
多
分
に
考
え
ら
れ
た
こ

と
、
本
件
不
許
可
処
分
前
日
の
中
核
派
も
参
加
し
た
デ
モ
行
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
間
か
ら
も
不
安
の
声
が
挙
が
り
、
こ
の
よ
う
な
極
左
暴
力
集
団
に
対
し
て
は
、
本
件

会
館
を
貸
さ
な
い
よ
う
に
と
の
要
望
等
が
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
、
・
・
・
被
控
訴
人
に
お
い
て
、
本
件
集
会
が
開
催
さ
れ
た
な
ら
ば
、
少
な
か
ら
ぬ
混
乱
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
一
般
市
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
に
対
す
る
安
全
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
公
共
の
安
全
に
対
す
る
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
が
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
真
に
無
理
か
ら
ぬ

１８

も
の
と
い
う
べ
（
き
）
」
（
傍
点
ｌ
筆
者
）

高
裁
判
決
の
特
徴
は
、
本
件
集
会
の
実
質
的
な
主
催
者
を
過
激
な
活
動
組
織
で
あ
る
中
核
派
と
認
定
し
、
さ
ら
に
加
え
て
過
去
の
集

会
（
Ｘ
１
が
参
加
し
た
昭
和
五
六
年
の
集
会
、
中
核
派
が
実
力
行
使
に
出
た
昭
和
五
八
年
の
三
里
塚
闘
争
開
催
集
会
集
会
な
ど
）
に
お

け
る
混
乱
の
存
在
を
も
危
険
判
断
の
有
意
味
な
事
実
と
認
定
し
た
点
に
あ
る
。
一
審
が
、
過
去
の
集
会
の
事
実
を
主
催
者
が
開
催
し
た

集
会
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
参
考
に
な
ら
な
い
と
し
た
の
に
対
し
て
、
高
裁
は
こ
れ
を
参
考
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く

と
も
主
催
者
団
体
の
性
格
の
み
で
は
判
断
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
結
論
に
対
す
る
確
証
度
は
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
最
高
裁
（
最

一
一
一
小
判
平
成
七
年
三
月
七
日
民
集
四
九
巻
三
号
六
八
七
頁
）
も
ま
た
高
裁
が
示
し
た
判
断
を
支
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
五
）
し
か
し
高
裁
の
判
断
に
、
な
お
暖
昧
な
部
分
が
残
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

第
一
に
、
一
審
が
過
去
の
集
会
の
事
実
に
つ
い
て
原
告
Ｘ
１
や
中
核
派
が
主
催
者
と
し
て
開
催
し
た
集
会
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に

し
て
い
る
。

3２



｢危険判断の論証モデル」の有効性とその限界（二・完）
参
考
に
な
ら
な
い
と
し
た
こ
と
に
対
す
る
高
裁
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
高
裁
が
示
し
た
判
断
を
導
く
の
で

あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
《
原
告
Ｘ
１
や
中
核
派
が
集
会
の
主
催
者
側
で
あ
っ
て
も
混
乱
が
生
ず
る
》
と
い
う
経
験
則
に
つ
い
て
さ
ら
に

論
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
（
経
験
則
２
の
妥
当
性
の
問
題
）
。
全
関
西
実
行
委
員
会
と
中
核
派
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

後
者
は
前
者
の
主
催
す
る
本
件
集
会
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
し
て
中
核
派
が
関
西
新
空
港
の
建
設
を
実
力
で
阻
止

す
る
闘
争
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
と
し
て
も
、
中
核
派
の
主
体
的
に
参
加
す
る
集
会
が
す
べ
て
直
ち
に
混
乱
を
も
た
ら
す
と
認
定
す

８ ２

る
一
」
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
な
お
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
最
高
裁
は
、
「
本
件
不
許
可
処
分
は
、
本
件
集
会
の
目
的
や
そ

の
実
質
上
の
主
催
者
と
目
さ
れ
る
中
核
派
と
い
う
団
体
の
性
格
そ
の
も
の
を
理
由
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
：
中
核
派
が
、
本
件
不

許
可
処
分
の
あ
っ
た
当
時
、
関
西
新
空
港
の
建
設
に
反
対
し
て
違
法
な
実
力
行
使
を
繰
り
返
し
、
対
立
す
る
他
の
グ
ル
ー
プ
と
暴
力
に

よ
る
抗
争
を
続
け
て
き
た
と
い
う
客
観
的
事
実
か
ら
み
て
、
本
件
集
会
が
本
件
会
館
で
開
か
れ
た
な
ら
ば
、
本
件
会
館
内
又
は
そ
の
付

近
の
路
上
等
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
間
で
暴
力
の
行
使
を
伴
う
衝
突
が
起
こ
る
な
ど
の
事
態
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員

だ
け
で
な
く
、
本
件
会
館
の
職
員
、
通
行
人
、
付
近
住
民
等
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
事
態
を
生
ず
る
こ
と
が
、

配

・
具
体
的
に
明
ら
か
に
予
見
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
団
体
の
性
格
そ
の
も
の
を
理
由
と
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
違
法
な
実
力
行
使
を
繰
り
返
し
、
対
立
す
る
他
の
グ
ル
ー
プ
と
暴
力

に
よ
る
抗
争
を
続
け
て
き
た
」
と
い
う
客
観
的
事
実
か
ら
「
グ
ル
ー
プ
間
で
暴
力
の
行
使
を
伴
う
衝
突
が
起
こ
る
な
ど
の
事
態
が
生
じ

拠

る
」
と
推
論
す
る
に
は
、
な
お
こ
れ
を
支
壁
え
る
事
実
乃
至
経
験
則
を
認
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
第
一
一
に
、
第
一
点
の
弱
点
を
補
う
た
め
か
、
高
裁
は
地
元
住
民
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
極
左
暴
力
集
団
に
対
す
る
不
許
可
処
分
の

要
望
書
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
損
害
発
生
の
蓋
然
性
の
認
定
に
お
い
て
は
他
事
考
慮
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
・
こ
の
こ
と

は
、
主
催
者
団
体
の
性
格
あ
る
い
は
不
十
分
な
経
験
則
に
基
づ
い
て
不
許
可
処
分
を
し
た
こ
と
を
疑
わ
せ
る
の
に
寄
与
す
る
で
あ
る

５８
、

語
７
．
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す
る
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
罹

在
の
危
険
」
と
の
関
係
で
あ
る
。

三
（
｜
）
し
か
し
、
右
に
見
た
点
以
上
に
、
と
り
わ
け
こ
の
判
決
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
大
阪
高
裁
が
「
一
般
市
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
に
対
す
る
安
全
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
」
を
「
侵
害
行
為
の
助
長
の
お
そ
れ
」
を
含
め
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
「
公
共
の
安
全
に
対

す
る
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
一
に
限
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
侵
害
す
る
お
そ
れ
」
と
「
明
白
か
つ
現

文
言
通
り
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
侵
害
す
る
お
そ
れ
」
と
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
と
で
は
、
危
険
判
断
に
違
い
が
認
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
場
合
、
明
ら
か
に
時
間
的
要
素
が
加
味
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
、
危
険
認
定
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
危
険
判
断
は
常
に
「
決
定
可
能
な
最
終
時
点
」
が
選
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
あ
え

８ ６

て
時
間
的
要
素
を
加
味
す
る
必
要
が
な
い
一
」
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
と

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

い
う
表
現
は
、
不
許
可
処
分
に
よ
っ
て
被
る
法
益
侵
害
が
大
き
い
場
△
ロ
に
、
安
易
な
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
裁
判
所
が
こ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８ ７

れ
を
注
意
的
に
表
現
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
高
裁
は
、
特
別
厳
格
な
危
険
判
断
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
最
高
裁
も
次
に
示
す
よ
う
に
、
通
常
の
危
険
判
断
と
異
な
る
判
断
方
法
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
本
件
条
例
七
条
一
号
は
、
「
公
の
秩
序
を
み
だ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
』
を
本
件
会
館
の
使
用
を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
事
由
と
し
て
規
定
し
て
い
る
が
、
同
号
は
、
広
義

の
表
現
を
採
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
右
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
し
て
、
本
件
会
館
に
お
け
る
集
会
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
の
重
要
性
よ
り
も
、
本
件
会
館
で
集
会
が
開
か
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
が
侵
害
さ
れ
、
公
共
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る
危
険
を
回
避
し
、
防
止
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
優
越
す
る
場
合
を
い
う
も
の

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

と
限
定
し
て
解
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
危
険
性
の
程
度
と
し
て
は
、
前
記
各
大
法
廷
判
決
の
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
単
に
危
険
な
事
態
を
生
ず
る
蓋
然
性
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で

は
足
り
ず
、
明
ら
か
な
差
し
迫
っ
た
危
険
の
発
生
が
具
体
的
に
予
見
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
一
一
六
年
（
あ
）
第
一
一
一
一
八
八

号
同
二
九
年
一
一
月
一
一
四
日
大
法
廷
判
決
・
刑
集
八
巻
一
一
号
一
八
六
六
頁
参
照
）
。
そ
う
解
す
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
規
制
は
、
他
の
基
本
的
人
権
に
対
す
る
侵
害
を
回
避

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

し
、
防
止
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
な
も
の
と
し
て
、
憲
法
一
一
一
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
地
方
自
治
法
一
一
四
四
条
に
違
反
す
る
も
の
で
も
な
い
と
い
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｢危険判断の論証モデル」の有効性とその限界（二 完）

フ（》。

（
一
一
）
こ
の
点
、
憲
法
学
で
は
、
集
会
の
自
由
（
乃
至
表
現
の
｛
曰
由
）
に
対
す
る
制
限
に
つ
い
て
憲
法
上
の
価
値
を
前
面
に
出
し
た
解

釈
論
が
展
開
き
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
「
公
の
秩
序
を
み
だ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」
と
い
う
暖
昧
な
文
言
に
よ
る
文
面
上
の
無
効
を

主
張
し
、
仮
に
無
効
で
な
い
と
し
て
も
、
利
益
較
量
に
よ
る
審
査
を
経
た
上
で
さ
ら
に
限
定
解
釈
を
施
し
、
行
政
裁
量
の
恋
意
的
な
行

使
を
防
ぐ
と
い
っ
た
具
合
に
で
あ
る
（
利
益
較
量
↓
限
定
解
釈
の
二
段
階
審
査
）
。
こ
こ
で
は
、
高
裁
な
い
し
最
高
裁
が
施
し
た
限
定

右
説
示
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は
後
半
の
危
険
の
認
定
方
法
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
が
、
「
事
態
の
発
生
が
許
可
権
者
の
主
観
に
よ

り
予
測
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
客
観
的
な
事
実
に
照
ら
し
て
具
体
的
に
予
測
さ
れ
る
」
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
点
は
、
通
常
の
危

険
判
断
と
全
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
憲
法
上
の
権
利
で
あ
る
集
会
の
自
由
（
乃
至
表
現
の
自
由
）
に
対
す
る
制
限
を
特
に
意
識
し

た
上
で
の
危
険
判
断
で
は
あ
る
が
、
実
際
、
そ
の
認
定
方
法
は
特
別
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」

と
い
う
表
現
（
最
高
裁
は
、
新
潟
県
公
安
条
例
事
件
最
大
判
昭
和
二
九
年
一
一
月
一
一
四
日
刑
集
八
巻
二
号
一
八
六
六
頁
の
説
示
に
倣

い
「
明
ら
か
な
差
し
迫
っ
た
危
険
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
大
き
な
違
い
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
）
は
、
集
会
の
自
由
（
乃

至
表
現
の
自
由
）
と
い
う
憲
法
上
の
権
利
に
重
要
な
価
値
を
見
出
し
、
こ
れ
を
規
制
す
る
広
範
な
条
文
を
、
形
式
上
、
危
険
の
程
度
を

８ ９

高
め
る
一
」
と
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
「
右
（
不
許
可
処
分
の
ｌ
筆
者
註
）
要
件
の
設
定
あ
る
い
は
右
要
件
の
解

釈
に
つ
い
て
は
、
憲
法
の
定
め
る
集
会
の
自
由
ひ
い
て
は
表
現
の
自
由
の
保
障
に
か
ん
が
み
、
特
に
周
到
な
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
」
と
し
て
そ
の
解
釈
適
用
に
特
別
な
注
意
を
促
す
園
部
補
足
意
見
は
、
こ
の
よ
う
な
見
立
て
を
端
的
に
裏
付
け
る
も
の
と
言
え

卯 そ
し
て
、
右
事
由
の
存
在
を
肯
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生
が
許
可
権
者
の
主
観
に
よ
り
予
測
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
客
観
的
な
事
実
に

魂
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

照
ら
し
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
予
測
さ
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｝
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」
（
傍
点
Ｉ
筆
者
）

う
べ
き
で
あ
る
。
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解
釈
（
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
）
に
、
本
件
条
例
が
文
面
上
漠
然
と
し
て
お
り
過
度
に
広
汎
で
あ
る
ゆ
え
に
も
た
ら
さ
れ
る
、
許
可

権
者
に
よ
る
恐
意
的
な
裁
量
権
行
使
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が

９

ら
、
そ
の
実
効
性
と
い
う
点
で
は
、
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
分
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は
一
一
一
口
え
な
い
。
例
え
ば
、
一

段
階
目
の
利
益
較
量
論
は
、
利
益
状
況
の
差
異
を
考
慮
に
入
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
二
段
階
目
の
「
明
ら
か
な
差
し
迫
っ
た
危
険
」

の
基
準
は
、
自
由
の
制
約
が
必
要
最
小
限
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
く
「
必
要
か
つ
合
理
的
な
も
の
」
で
あ
れ
ば

２９

よ
い
と
し
て
い
る
占
艸
で
厳
格
な
基
準
に
は
な
っ
て
い
な
い
、
と
批
判
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
限
定
解
釈
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と

い
う
認
識
か
ら
危
険
原
則
の
内
容
を
具
体
的
に
類
型
化
し
た
条
項
そ
の
も
の
が
は
じ
め
か
ら
許
可
基
準
と
し
て
明
文
化
さ
れ
て
い
る
こ

９ ３

と
が
望
ま
し
い
と
い
っ
た
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る
。
一
」
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
の
も
、
憲
法
学
説
が
「
明
白
か
つ
現
在
の
危

険
」
を
、
そ
の
概
念
自
体
の
内
容
と
い
う
よ
り
も
、
他
に
も
複
数
存
在
す
る
違
憲
審
査
基
準
の
一
つ
と
し
て
単
に
審
査
密
度
の
観
点
か

ら
論
じ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
よ
う
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
「
危
険
判
断
の
論
証
モ
デ
ル
」
は
、
（
被
侵
害
利
益
に
注
目
す
る
あ
ま

り
、
い
ま
だ
暖
昧
で
不
十
分
さ
が
残
る
）
右
憲
法
解
釈
論
を
よ
り
見
透
し
ょ
く
具
体
化
さ
せ
る
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

7５７４わ
ゆ
る
「
漠
然
性
に
よ
る
無
効
」
の
珂

乃
民
集
四
九
巻
三
号
八
七
七
頁
以
下
。

万
民
集
四
九
巻
三
号
八
八
三
頁
。

沼
同
様
の
解
釈
は
、
長
野
地
判
昭
和
而

乃
従
っ
て
、
前
提
事
実
５
は
結
論
を
》

即
な
お
原
告
は
、
原
審
に
お
い
て
百

民
集
四
九
巻
三
号
八
八
三
頁
。

同
様
の
解
釈
は
、
長
野
地
判
昭
和
四
八
年
五
月
四
日
行
集
二
四
巻
四
・
五
号
三
四
○
頁
以
下
も
採
用
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
前
提
事
実
５
は
結
論
を
導
く
の
に
少
な
く
と
も
有
意
味
な
事
実
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
原
告
は
、
原
審
に
お
い
て
「
同
条
例
七
条
一
号
の
不
許
可
事
由
の
解
釈
に
つ
き
、
「
生
命
、
身
体
、
財
産
の
侵
害
行
為
が
直
接
惹
起
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」

だ
け
で
な
く
、
右
『
侵
害
行
為
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」
を
も
含
む
と
す
る
が
如
き
は
、
尚
更
許
さ
れ
な
い
」
と
主
張
し
て
い
た
。
民
集
四
九
巻
三
号
八
八
六
頁
。

ぐ
、
一
・
四
目
⑫
①
ご
－
】
〕
貝
・
ロ
】
①
○
①
｛
目
旦
日
勺
◎
旨
①
員
両
ｏ
言
一
目
ｏ
ａ
ｐ
目
、
⑫
局
ｏ
言
巨
目
ロ
ロ
曰
両
ｏ
百
一
⑫
。
ご
①
曰
、
旨
豈
①
畳
①
冒
扁
ｏ
頁
】
◎
周
．
ｍ
・
褐
漁

民
集
四
九
巻
三
号
八
七
四
頁
以
下
。
な
お
原
告
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
本
件
条
例
が
極
め
て
抽
象
的
包
括
的
な
許
可
基
準
を
定
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、

ゆ
る
「
漠
然
性
に
よ
る
無
効
」
の
理
論
に
よ
り
違
憲
の
条
例
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

し､
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艶
こ
の
点
に
関
し
、
最
高
裁
は
「
主
催
者
が
集
会
を
平
穏
に
行
お
う
と
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
集
会
の
目
的
や
主
催
者
の
思
想
、
信
条
に
反
対
す
る
他
の
グ
ル
ー
プ
等
が

こ
れ
を
実
力
で
阻
止
し
、
妨
害
し
よ
う
と
し
て
紛
争
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
公
の
施
設
の
利
用
を
拒
む
こ
と
は
、
憲
法
二
一
条
の
趣
旨
に
反
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
、
〈
主
催
者
側
と
対
立
グ
ル
ー
プ
と
の
衝
突
に
よ
る
混
乱
〉
と
い
う
論
点
に
言
及
し
て
い
る
。
学
説
で
は
こ
の
判
示
部
分
と
ア
メ
リ
カ
の
判
例
法
理
で

あ
る
「
敵
意
あ
る
聴
衆
」
の
理
論
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
紙
谷
・
前
掲
二
一
九
頁
、
竹
中
勲
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
一
一
三
号
（
一
九

九
五
）
二
○
頁
）
が
、
判
決
は
、
本
件
は
主
催
者
自
ら
が
対
立
抗
争
を
続
け
て
い
る
事
例
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
該
当
し
な
い
と
し
て
い
る
（
近
藤
崇
晴
「
判

解
」
最
判
解
民
事
篇
平
成
七
年
度
（
一
九
九
五
三
一
九
四
頁
）
。
そ
の
後
、
や
は
り
同
じ
く
公
の
施
設
の
利
用
不
許
可
処
分
が
争
わ
れ
た
上
尾
市
福
祉
会
館
事
件
に
お
い
て

最
高
裁
（
最
二
判
平
成
八
年
三
月
一
五
日
民
集
五
○
巻
三
号
五
四
九
頁
）
は
、
「
主
催
者
が
集
会
を
平
穏
に
行
お
う
と
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
集
会
の
目
的
や
主
催
者
の
思

想
、
信
条
等
に
反
対
す
る
者
ら
が
、
こ
れ
を
実
力
で
阻
止
し
、
妨
害
し
よ
う
と
し
て
紛
争
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
公
の
施
設
の
利
用
を
拒
む
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
・
・
警
察
の
警
備
等
に
よ
っ
て
も
な
お
混
乱
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述

べ
、
泉
佐
野
市
市
民
会
館
事
件
で
の
不
許
可
処
分
が
特
別
な
事
情
が
存
在
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
損
害
発
生
の
蓋
然
性
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
と
、
警
察
の
警
備
等
に
よ
っ
て
混
乱
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
は
別
個
の

問
題
で
あ
り
、
後
者
か
ら
前
者
の
結
論
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
損
害
発
生
の
蓋
然
性
を
も
た
ら
す
原
因
が
集
会
を
阻
止
し
よ
う

と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
あ
る
場
合
に
限
り
、
不
許
可
処
分
の
要
件
で
あ
る
「
公
の
秩
序
を
み
だ
す
お
そ
れ
」
に
形
式
的
に
は
該
当
し
て
い
て
も
、
「
警
察
の
警
備
な
ど
に
よ
っ

て
混
乱
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
」
が
新
た
に
不
許
可
要
件
と
し
て
加
味
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

冊
泉
佐
野
市
が
、
政
治
団
体
に
よ
る
集
会
や
社
会
的
影
響
の
あ
る
集
会
等
を
「
比
較
的
重
要
な
事
項
」
に
該
当
す
る
と
分
類
し
、
泉
佐
野
市
総
務
部
長
の
専
決
事
項
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
た
事
実
の
存
在
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
。
参
照
、
紙
谷
・
前
掲
二
一
九
頁
。

別
拙
稿
ヨ
危
険
判
断
の
論
証
モ
デ
ル
」
の
有
効
性
と
そ
の
限
界
（
｜
）
ｌ
危
険
の
存
否
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
の
分
析
」
金
沢
法
学
五
二
巻
一
号
（
二
○
○
九
）
八
六
頁
以
下
。

Ｗ
な
お
、
芝
池
義
一
「
判
批
」
判
例
評
論
一
一
二
一
号
（
一
九
八
五
）
一
六
頁
以
下
は
、
新
島
漂
着
砲
弾
爆
発
事
故
事
件
の
評
釈
の
中
で
「
危
険
の
切
迫
性
」
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。
芝
池
教
授
は
、
判
決
が
「
〔
砲
弾
類
が
〕
毎
年
の
よ
う
に
海
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
継
続
し
て
存
在
し
、
島
民
等
は
絶
え
ず
か
か
る
危
険
に

8４８３

皿
民
集
四
九
巻
三
号
八
九
一
頁
。

配
紙
谷
雅
子
「
判
批
」
判
例
評
論
四
四
二
号
（
’
九
九
五
）
二
一
九
頁
は
、
最
高
裁
判
例
の
評
釈
に
お
い
て
、
泉
佐
野
市
は
、
自
身
が
行
っ
た
不
許
可
処
分
が
原
告
Ｘ
の

性
格
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
た
め
に
、
過
去
、
原
告
Ｘ
も
し
く
は
「
全
関
西
実
行
委
員
会
」
に
対
し
て
会
館
の
使
用
許
可
を
与
え
て
い
た
事
実
を
示

す
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
示
し
て
い
な
い
と
す
る
（
「
泉
佐
野
・
新
空
港
に
反
対
す
る
会
」
に
対
し
て
会
館
の
使
用
を
許
可
し
た
例
は
、
泉
佐
野
市
が
原
告
Ｘ
全
員
を
一
体

と
し
て
、
あ
る
い
は
本
件
集
会
の
主
催
者
で
あ
る
「
全
関
西
実
行
委
員
会
」
に
対
し
て
過
去
会
館
の
使
用
を
許
可
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
す
る
）
。

民
集
四
九
巻
三
号
七
○
○
頁
以
下
。
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さ
ら
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
、
「
継
続
的
危
険
状
況
」
と
呼
び
、
危
険
の
顕
在
化
、
被
害
の
発
生
が
真
近
い
こ
と
を
意
味
す
る
「
危
険
の
切
迫
性
」
の
要
件
に
対
応
す
る
も

の
と
整
理
し
て
い
る
。
「
本
判
決
の
い
う
継
続
的
危
険
状
況
に
お
い
て
は
、
被
害
は
住
民
の
行
為
を
媒
介
に
し
て
は
じ
め
て
生
ず
る
の
で
あ
る
が
（
・
・
）
、
た
だ
、
そ
の

よ
う
な
住
民
の
不
注
意
な
取
扱
い
が
何
時
で
も
起
り
う
る
と
い
う
状
況
は
，
危
険
の
切
迫
性
の
要
件
を
み
た
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
芝
池
教
授
は
、
「
不
作
為
責
任
の
要
件
と
し
て
、
危
険
の
切
迫
性
が
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
：
．
法
理
論
的
要
請

に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
行
政
の
任
務
拡
大
・
責
任
拡
張
へ
の
懸
念
や
被
規
制
者
の
権
利
利
益
へ
の
配
慮
な
ど
現
実
的
考
慮
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
（
傍
点
ｌ

筆
者
）
ゆ
え
、
特
に
そ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
性
が
な
い
場
合
に
は
、
「
危
険
の
切
迫
性
は
不
作
為
責
任
の
不
可
欠
の
要
件
と
は
い
え
な
ど
と
し
て
い
る
。

躯
民
集
四
九
巻
三
号
六
九
七
頁
以
下
。

胡
「
基
本
的
人
権
た
る
集
会
、
表
現
の
自
由
を
制
限
で
き
る
の
は
、
右
公
共
の
安
全
に
対
す
る
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
が
存
在
す
る
場
合
に
限
る
」
と
し
て
い
る
よ
う
に

（
民
集
四
九
巻
三
号
八
九
○
頁
）
、
大
阪
高
裁
が
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
と
被
侵
害
法
益
の
内
容
と
の
関
係
を
特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

な
お
、
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
に
類
似
す
る
表
現
と
し
て
、
「
せ
ん
動
」
が
処
罰
さ
れ
る
場
合
を
限
定
す
る
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
の
判
例
の
判
断
原
理
「
明
白

か
つ
差
し
迫
っ
た
危
険
（
。
］
閏
目
９
℃
§
８
日
目
、
⑩
『
）
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
現
の
自
由
の
内
容
規
制
に
関
す
る
「
違
憲
審
査
基
準
の
一
つ
」
と
さ
れ
て
お
り
、
①
あ
る

表
現
行
為
が
近
い
将
来
、
あ
る
実
質
的
害
悪
を
ひ
き
起
こ
す
蓋
然
性
が
明
白
で
あ
る
こ
と
、
②
そ
の
実
質
的
害
悪
が
き
わ
め
て
重
大
で
あ
り
、
そ
の
重
大
な
害
悪
の
発
生

が
時
間
的
に
切
迫
し
て
い
る
こ
と
、
③
当
該
規
制
手
段
が
右
害
悪
を
避
け
る
の
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
の
三
つ
の
要
件
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
表
現
行

為
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
（
参
照
、
芦
部
信
喜
／
高
橋
和
之
補
訂
『
憲
法
（
第
四
版
）
」
（
岩
波
書
店
・
二
○
○
七
）
一
九
四
頁
以
下
）
。
下
級
審
で
は
、
公
職

選
挙
法
の
戸
別
訪
問
禁
止
規
定
に
つ
い
て
こ
れ
を
適
用
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
最
高
裁
は
「
（
同
規
定
は
）
害
悪
の
生
ず
る
明
白
に
し
て
現
在
の
危
険
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
の
み
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
れ
を
採
用
し
て
い
な
い
（
最
判
昭
和
四
二
年
一
一
月
二
一
日
刑
集
二
一
巻
九
号
一

二
四
五
頁
）
。
こ
の
判
例
法
理
と
本
判
決
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
学
説
も
存
在
す
る
が
、
小
山
剛
「
「
憲
法
上
の
権
利
」
の
作
法
」
（
尚
学
社
．
二
○
○
九
）
八
四
頁
は
、
「
明

ら
か
な
差
し
迫
っ
た
危
険
」
が
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
法
理
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
と
同
じ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
田
上
穣
治
「
警
察
法
〔
新
版
〕
』
（
有
斐
閣
・
一
九
八
三
）
七
五
頁
は
、
こ
の
表
現
を
警
察
上
の
比
例
原
則
の
説
明
の
中
で
用
い
て
い
る
（
明
瞭
な
危
険
が
切
迫

し
て
い
る
場
合
（
。
］
①
自
自
。
ご
局
、
①
自
己
目
、
四
）
で
な
け
れ
ば
、
警
察
作
用
は
違
法
と
な
る
」
）
。

卯
小
高
剛
「
判
批
」
法
学
教
室
一
八
○
号
（
一
九
九
五
）
一
○
三
頁
も
、
公
の
施
設
条
例
に
は
、
本
件
条
例
と
同
様
に
「
公
の
秩
序
を
み
だ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」
な

ど
比
較
的
広
義
の
表
現
で
不
許
可
事
由
を
定
め
る
も
の
が
多
い
た
め
、
規
定
の
仕
方
や
解
釈
運
用
上
の
歯
止
め
が
問
題
と
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

皿
浅
利
祐
一
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
八
八
号
（
一
九
九
五
）
七
六
頁
は
、
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
な
お
抽
象
的
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な

適
用
段
階
に
お
い
て
明
確
な
基
準
と
な
り
う
る
の
か
疑
問
と
す
る
。

躯
川
岸
令
和
「
判
批
」
『
憲
法
判
例
百
選
Ｉ
（
第
五
版
）
』
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
八
六
号
（
二
○
○
七
）
一
七
九
頁
。
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「
我
が
国
で
は
、
銃
砲
の
所
持
は
、
そ
の
甚
だ
し
い
危
険
性
に
鑑
み
、
一
般
人
に
つ
い
て
は
厳
重
に
禁
止
さ
れ
、
一
定
の
要
件
を
備
え
た
者
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、

例
外
と
し
て
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
許
可
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
許
可
は
、
厳
重
な
麗
束
裁
量
行
為
で
あ
る
。
・
・
・
も
た
が
っ
て
、
六
号
の
欠
格
事
由
の
解
釈
運
用

に
お
い
て
も
、
実
質
上
の
絶
対
禁
止
的
運
用
を
前
提
に
し
た
上
で
、
必
要
性
、
適
格
性
が
特
に
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
例
外
的
に
許
可
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
べ

き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
六
号
の
欠
格
事
由
に
該
当
す
る
場
合
と
は
、
違
法
な
使
用
の
具
体
的
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
と
き
と
い
う
狭
い
も
の
で
は
な
く
、
所
持
者
に
よ
っ

（
二
）
本
件
事
案
は
、
事
実
認
定
以
前
に
、
銃
刀
法
五
条
一
項
六
号
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
両
訴
訟
当
事
者
間
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る

点
に
特
徴
が
あ
る
。
被
害
者
原
告
側
は
、
銃
刀
法
五
条
一
項
六
号
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
た
。

一
二
）
最
後
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
以
下
、
銃
刀
法
と
略
す
）
に
基
づ
き
銃
所
持
の
許
可
を
得
た
者

（
以
下
、
Ｘ
と
略
す
）
が
、
長
年
ト
ラ
ブ
ル
関
係
に
あ
っ
た
隣
家
住
民
ら
（
以
下
、
Ｙ
と
略
す
）
を
猟
銃
で
殺
害
し
た
た
め
、
銃
所
持

の
許
可
を
与
え
た
警
察
に
対
し
被
害
者
か
ら
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
こ
で
争
わ
れ
た
の
は
、
銃
所
持
の
許
可
審
査

の
際
、
銃
刀
法
五
条
一
項
六
号
（
平
成
一
四
年
法
改
正
前
。
現
行
法
二
号
）
で
「
他
人
の
生
命
若
し
く
は
財
産
又
は
公
共
の
安
全
を

害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者
」
と
規
定
す
る
欠
格
事
由
に
加
害
者
Ｘ
が
該
当
し
て
い
た
か
ど
う

肌

か
で
あ
っ
た
。

第
五
項
抽
象
的
危
険
と
裁
量

卵
藤
井
俊
夫
「
判
批
」
「
平
成
七
年
度
重
要
判
例
解
説
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
○
九
一
号
二
九
九
五
）
一
七
頁
。

【
被
害
者
Ｙ
（
原
告
）
】

ｌ
栃
木
県
警
銃
所
持
許
可
事
件
（
宇
都
宮
地
判
平
成
一
九
年
五
月
一
一
四
曰
判
時
一
九
七
三
号
一
○
九
頁
）
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こ
れ
は
、
銃
砲
を
所
持
す
る
こ
と
自
体
の
危
険
性
（
「
甚
だ
し
い
危
険
性
」
）
を
踏
ま
え
、
許
可
を
「
厳
重
な
驫
束
裁
量
行
為
」
と
捉
・

え
た
上
で
六
号
の
欠
格
事
由
を
広
く
解
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
前
提
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う

な
事
実
を
挙
げ
、
六
号
該
当
性
を
認
定
し
て
い
る
。

“
Ｙ
と
Ｘ
と
の
間
で
は
、
不
正
常
か
つ
不
穏
な
状
況
が
二
○
年
以
上
存
在
し
て
お
り
、
Ｘ
の
退
職
後
に
は
礫
過
事
件
（
Ｘ
が
運
転
す
る
自
家
用
車
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
ま

た
い
で
Ｙ
の
す
ぐ
脇
で
停
止
し
Ｙ
を
礫
こ
う
と
し
た
事
件
－
筆
者
註
）
も
起
き
て
い
た
”
“
Ｘ
に
よ
る
本
件
事
件
は
計
画
的
犯
行
で
あ
っ
た
”
「
Ｘ
に
お
け
る
、
隣
人
と
の

甚
だ
し
い
不
和
の
関
係
、
ト
ラ
ブ
ル
の
継
続
と
い
う
状
況
は
、
根
深
い
怨
恨
感
の
醸
成
の
原
因
と
な
り
、
銃
が
不
正
使
用
さ
れ
る
き
っ
か
け
を
与
え
や
す
い
危
険
な
環
境
因

子
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
件
で
は
、
所
持
者
に
よ
っ
て
違
法
な
使
用
が
さ
れ
る
可
能
性
が
皆
無
と
は
い
え
な
い
事
情
が
あ
り
、
六
号
の
欠
格
事
由
の
「
他
人
の
生
命
若
し
く
は

９ ６

財
産
又
は
公
共
の
安
全
を
害
す
る
お
そ
れ
』
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
」

【
警
察
官
吏
・
栃
木
県
（
被
告
）
】

「
六
号
の
欠
格
事
由
に
つ
い
て
は
、
主
観
的
な
憶
測
で
は
足
り
ず
、
同
号
所
定
の
「
お
そ
れ
」
を
認
定
す
べ
き
客
観
的
・
合
理
的
な
根
拠
が
必
要
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

本
件
で
は
、
Ｘ
と
Ｙ
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
、
銃
器
に
よ
る
殺
傷
事
件
等
に
ま
で
発
展
し
か
ね
な
い
と
の
お
そ
れ
を
人
に
抱
か
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
関

９ ７

係
す
る
。
」

こ
こ
で
は
、
六
号
該
当
性
が
、
違
法
な
銃
使
用
の

な
使
用
が
さ
れ
る
「
可
能
性
が
皆
無
と
は
い
え
な
い
」

こ
れ
に
対
し
て
許
可
の
審
査
を
し
た
警
察
官
吏
側
は
、

い
る
。

て
違
法
な
使
用
が
さ
れ
る
可
能
性
が
皆
無
と
は
い
え
な
い
と
い
う
事
情
が
存
在
す
れ
ば
足
り
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

「
具
体
的
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
と
き
」
で
は
な
く
、
銃
所
持
者
に
よ
っ
て
違
法

と
い
う
事
情
が
認
め
ら
れ
れ
ば
足
り
る
、
と
さ
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

被
害
者
原
告
と
は
異
な
り
、
銃
刀
法
五
条
一
項
六
号
を
狭
く
厳
格
に
解
釈
し
て

9５
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｢危険判断の論証モデル」の有効性とその限界（二 完）

「
・
・
六
号
の
欠
格
事
由
の
規
定
が
上
記
一
般
的
禁
止
の
目
的
を
実
現
す
べ
く
、
「
お
そ
れ
』
「
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者
」
と
、
不
許
可
の
幅
を
広
げ
る
意

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

味
で
認
定
者
の
要
件
該
当
判
断
の
裁
量
を
広
く
認
め
て
い
る
一
」
と
に
照
ら
せ
ば
、
六
号
の
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
と
し
て
銃
所
持
を
許
可
す
る
判
断
に
つ
い
て
は
、
判
断

の
基
礎
と
さ
れ
た
重
要
な
事
実
に
誤
認
が
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
事
実
の
基
礎
を
欠
く
か
、
又
は
事
実
に
対
す
る
評
価
が
合
理
性
を
欠
く
こ
と
等
に
よ
り
判
断
が
社
会
通
念
に

９ ９

照
ら
し
妥
当
性
を
欠
く
場
合
に
、
裁
量
権
の
逸
脱
又
は
濫
用
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
処
分
要
件
の
充
足
を
欠
く
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
（
傍
点
ｌ
筆
者
）

つ
ま
り
警
察
官
吏
側
は
、
六
号
の
欠
格
事
由
を
限
定
的
に
厳
格
に
解
釈
し
た
上
で
、
警
察
官
吏
が
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
六
号
該

当
性
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
原
告
と
警
察
官
吏
の
こ
の
対
立
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
本
件
事
案
は
、

六
号
の
欠
格
事
由
を
広
く
解
す
る
か
狭
く
解
す
る
か
が
八
結
論
を
左
右
す
る
争
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

二
で
は
、
両
訴
訟
当
事
者
か
ら
の
主
張
に
基
づ
き
、
裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
裁
判
所
は
ま
ず
「
殺

傷
を
目
的
と
す
る
凶
器
で
あ
る
銃
砲
刀
剣
類
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
件
を
所
持
、
使
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
生
ず
る
危
険
性
に
鑑

み
、
そ
の
危
害
を
予
防
し
、
国
民
の
生
活
の
安
全
を
図
る
」
と
い
う
銃
刀
法
の
目
的
を
踏
ま
え
た
上
で
、
欠
格
事
由
を
定
め
た
六
号
の

条
文
の
文
一
一
一
一
口
に
在
り
様
に
注
目
し
、
同
号
は
「
不
許
可
の
幅
を
広
げ
る
意
味
」
を
有
す
る
と
判
示
す
る
。
い
わ
く
、

そ
の
上
で
、
大
要
次
の
よ
う
な
事
実
を
挙
げ
、
六
号
該
当
性
を
否
定
し
て
い
る
。

“
Ｘ
と
Ｙ
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
刑
事
事
件
と
し
て
立
件
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
隣
同
士
の
詩
い
が
些
か
度
を
過
ぎ
て
い
る
と
い
っ
た
類
の
も
の
で
あ
っ
た
”
“
平
成

二
一
一
年
一
一
月
三
日
以
降
、
警
察
へ
の
通
報
、
相
談
等
は
な
か
っ
た
”
“
Ｘ
の
ト
ラ
ブ
ル
は
専
ら
被
害
者
ら
と
の
間
の
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
近
隣
と
の
間
で
は
何
の
問
題

９ ８

も
な
か
っ
た
”
“
Ｘ
は
穏
和
な
性
格
で
粗
暴
性
は
な
い
と
認
め
ら
れ
た
”

4１



●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

そ
し
て
そ
の
上
で
裁
判
所
は
、
「
一
ハ
号
の
欠
格
事
由
の
規
定
が
不
許
可
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
認
定
者
の
要
件
該
当
判
断
の
裁
量
を

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

広
く
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
同
号
に
該
当
す
る
と
判
断
す
る
に
は
、
他
人
の
生
命
若
し
く
は
財
産
又
は
公
共
の
安
全
を
害
す

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

る
抽
象
的
危
険
性
の
存
在
を
も
っ
て
足
・
り
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
り
、
本
件
許
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
前
記
：
に
説
示
し
た
事
実
に

よ
れ
ば
抽
象
的
危
険
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
る
か
ら
」
、
不
許
可
処
分
に
は
「
現
実
的
危
険
性
及
び
明
白
性
が
あ
る
」
こ
と
が
必
要
で

一Ⅲｗ

あ
る
と
す
る
被
生
ロ
警
察
官
吏
側
ら
の
主
張
を
退
け
た
の
で
あ
っ
た
。

二
（
一
）
本
判
決
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
六
号
の
規
定
が
行
政
庁
に
裁
量
を
広
く
認
め
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
不
許
可
処
分
は
抽
象

的
危
険
性
の
存
在
で
も
っ
て
足
・
り
る
と
判
示
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
直
ち
に
湧
い
て
く
る
疑
問
は
、
裁
量
を
広
く

認
め
て
い
る
こ
と
と
抽
象
的
危
険
と
の
関
係
で
あ
る
。
判
決
文
を
読
む
限
り
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
導
出
過
程
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た

そ
も
そ
も
「
抽
象
的
危
険
」
と
「
具
体
的
危
険
」
の
違
い
に
つ
い
て
特
に
示
）
「
（
」
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
被
害
者
原
告
側
が
主
張
し

て
い
た
「
所
持
者
に
よ
っ
て
違
法
な
使
用
が
さ
れ
る
可
能
性
が
皆
無
と
は
い
え
な
い
」
と
い
う
状
況
を
念
頭
に
、
蓋
然
性
の
程
度
が
低

い
場
合
で
も
可
と
す
る
こ
と
で
、
抽
象
的
危
険
と
い
う
概
念
を
用
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
判
決
は
、
六
号

が
規
定
す
る
裁
量
の
広
狭
が
、
危
険
判
断
を
大
き
く
左
右
す
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
裁
判
所
の
判
断
過
程
を
見
て
み
る
と
、
裁
量
の
広
狭
と
は
無
関
係
に
六
号
該
当
性
を
判
断
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
裁
判
所
が
抽
象
的
危
険
を
認
定
す
る
際
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
認
定
事
実
を
改
め
て
確
認
し
て
み
る
と
、
①
Ｘ
が
Ｙ
と
の

間
に
長
期
か
つ
険
悪
、
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
た
、
②
Ｘ
は
Ｙ
に
対
す
る
加
害
意
思
を
有
し
て
い
た
、
③
Ｘ
は
激
情
性
と
い
う

べ
き
性
格
を
有
し
て
い
た
、
④
Ｘ
は
Ｙ
へ
の
加
害
に
銃
を
用
い
る
こ
と
を
意
図
し
て
本
件
許
可
由
‐
請
を
行
っ
た
、
と
い
う
事
実
が
そ
れ

ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
具
体
的
危
険
を
認
定
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
を
統
計
的
法
則
（
経

験
則
）
と
事
実
と
を
組
み
合
わ
せ
た
推
論
図
式
の
形
と
し
て
次
の
よ
う
に
合
理
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
裁
判
所
の
推
論
図
式
】
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｢危険判断の論証モデル」の有効性とその限界（二 完）

事
実
、
裁
判
所
は
、
被
告
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
違
法
な
使
用
が
さ
れ
る
可
能
性
が
皆
無
と
は
い
え
な
い
」
と
い
う
表
現
で
は
な
く
、

端
的
に
「
本
件
許
可
処
分
時
に
お
い
て
、
Ｙ
の
生
命
あ
る
い
は
身
体
に
危
害
を
加
え
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
断

定
し
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
抽
象
的
危
険
と
い
う
概
念
に
は
特
別
な
意
味
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
通

常
の
（
具
体
的
）
危
険
を
認
定
し
て
い
る
の
と
ほ
と
ん
ど
異
な
ら
な
い
と
一
一
一
一
口
え
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
裁
判
所
が
特
に
強
調
し
て
い

る
よ
う
に
、
銃
そ
れ
自
体
の
危
険
性
並
び
に
そ
れ
に
よ
る
損
害
の
重
大
性
を
重
視
し
た
結
果
が
、
単
に
、
危
険
の
認
定
を
広
く
認
め
や

Ⅱ

す
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
「
抽
象
的
危
険
」
と
い
う
概
念
を
使
用
せ
し
め
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

（
二
）
も
っ
と
も
、
本
件
の
場
合
、
銃
の
不
正
使
用
に
関
す
る
経
験
則
を
提
示
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
結
果
判
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と

が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
、
当
該
概
念
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
実
際
、
右
に
見
た
経
験
則
１
は
、
「
銃
が

不
正
使
用
さ
れ
る
き
っ
か
け
を
与
え
や
す
い
」
と
し
か
述
べ
て
お
ら
ず
、
危
害
を
加
え
る
蓋
然
性
を
測
る
物
差
し
と
し
て
は
何
と
も
頼

り
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
験
則
が
完
全
に
未
知
で
は
な
い
以
上
、
裁
量
を
認
め
る
規
定
を
根
拠
と
し
て
抽
象
的
危
険
で
足
り
る
と

（
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
て
加
害
意
思
を
持
っ
て
い
た
（
前
提
事
実
２
）
。
）

（
Ｘ
は
激
情
性
に
該
当
す
る
性
格
を
有
し
て
い
た
（
前
提
事
実
３
）
。
）

肥

（
Ｘ
は
Ｙ
に
危
聿
ロ
を
加
え
る
意
図
で
本
件
許
可
申
請
を
行
っ
た
（
前
提
事
実
４
）
。
）
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０

Ｘ
は
、
Ｙ
の
生
命
あ
る
い
は
身
体
に
危
害
を
加
え
る
で
あ
ろ
う
。

験
則
１
）
。

Ｘ
と
Ｙ
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
は
二
○
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り
継
続
し
て
お
り
、
両
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
通
常
見
ら
れ
る
よ
う
な
近
隣
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
に
と
ど
ま
ら

ず
、
相
当
険
悪
化
し
て
お
り
、
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
（
前
提
事
実
１
）
。

隣
人
と
の
甚
だ
し
い
不
和
の
関
係
、
ト
ラ
ブ
ル
の
継
続
と
い
う
状
況
は
、
根
深
い
怨
恨
感
の
醸
成
の
原
因
と
な
り
、
銃
が
不
正
使
用
さ
れ
る
き
っ
か
け
を
与
え
や
す
い
（
経
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す
る
の
は
や
や
強
引
で
あ
り
、
こ
れ
を
認
め
て
し
ま
う
と
具
体
的
危
険
概
念
が
有
し
て
い
る
法
治
国
家
的
機
能
を
著
し
く
弱
め
て
し
ま

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
裁
判
所
は
、
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
て
か
、
こ
れ
ら
経
験
則
の
不
十
分
性
を
、
前
提
事
実
２
乃
至
４
に
よ
っ
て
補

似
閃

強
し
、
ま
た
加
え
て
、
銃
所
持
の
審
査
の
過
程
を
か
な
り
の
程
度
丁
寧
に
審
理
し
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
混
乱
は
、
危
険
判
断
と
裁
量
判
断
が
混
同
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
そ
の
原
因
の
一
つ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ

も
そ
も
、
文
言
か
ら
直
ち
に
裁
量
の
有
無
を
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
仮
に
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
何

か
特
別
な
危
険
の
判
断
方
法
が
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
（
蓋
然
性
の
程
度
が
低
く
て
も
構
わ
な
い
と
い
っ
た
解
釈
が
可
能
で

冊

あ
る
と
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
。
確
か
に
、
論
証
モ
デ
ル
の
適
用
の
局
面
を
考
え
た
場
〈
ロ
、
予
測
者
に
全
く
「
判
断
の
余
地
」

が
認
め
ら
れ
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
危
険
判
断
に
内
在
的
な
判
断
の
余
地
で
あ
り
、
法
的
拘
束
を
緩

和
す
る
意
味
で
の
裁
量
な
ど
で
は
な
い
。
や
は
り
《
裁
量
↓
抽
象
的
危
険
》
の
図
式
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

肌
こ
の
事
件
も
ま
た
、
先
の
事
件
と
同
様
、
許
可
要
件
の
中
に
《
損
害
発
生
の
蓋
然
性
（
危
険
）
が
な
い
こ
と
》
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
る
。

肥
判
例
時
報
一
九
七
三
号
一
一
二
頁
。

妬
判
例
時
報
一
九
七
一
一
一
号
一
一
二
頁
。

ｗ
判
例
時
報
一
九
七
一
一
一
号
二
五
頁
。
審
査
担
当
者
が
審
査
の
際
参
考
ど
し
た
警
察
庁
保
安
部
保
安
課
編
集
『
銃
刀
法
解
説
書
』
に
は
『
六
号
の
欠
格
事
由
に
つ
い
て
「
例

え
ば
、
殺
人
、
強
盗
、
傷
害
等
の
犯
罪
を
犯
し
再
犯
の
疑
い
の
あ
る
者
、
・
・
、
犯
罪
の
経
験
は
な
い
が
、
そ
の
性
格
、
環
境
な
ど
か
ら
み
て
現
に
人
の
生
命
、
身
体
、

若
し
く
は
財
産
又
は
公
共
の
安
全
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
者
等
が
こ
れ
に
該
当
す
る
」
と
記
載
さ
れ
、
「
公
共
の
安
全
を
害
す
る
」
の
例
と
し
て
、

「
直
接
に
は
人
の
生
命
又
は
財
産
に
対
し
て
危
害
を
加
え
な
い
が
、
絶
え
ず
ゆ
す
り
、
た
か
り
、
脅
迫
等
を
行
っ
て
い
る
者
が
、
近
隣
の
者
に
畏
怖
心
を
起
こ
さ
せ
る
よ

う
な
言
動
を
す
る
場
合
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

兜
判
例
時
報
一
九
七
三
号
二
四
頁
以
下
。

”
判
例
時
報
一
九
七
三
号
一
二
六
頁
以
下
。

Ⅱ
Ⅲ
列
岸
躯
一
九
ヒ
ー
ー
ー
コ
ワ
一
一
一
八
頁
へ
甕
氣
１
豊
昔
）
。
段
ら
化
寸
胴
上
攻
受
よ
、
本
則
夫
よ
胤
流
所
寺
汗
可
を
鴬
学
上
、
汗
可
よ
り
も
む
し
ろ
侍
汗
に
丘
公
も
、
と
し
て

判
例
時
報
一
九
七
三
号
一
二
六
頁
以
下
。

判
例
時
報
一
九
七
三
号
一
二
八
頁
（
傍
点
１
筆
者
）
。
な
お
北
村
和
生
教
授
は
、
本
判
決
は
猟
銃
所
持
許
可
を
講
学
上
の
許
可
よ
り
も
む
し
ろ
特
許
に
近
い
も
の
と
し
て
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以
上
、
危
険
判
断
の
論
証
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
危
険
の
存
否
が
争
点
と
さ
れ
た
裁
判
例
を
素
材
に
し
て
検
証
し
て
き
た
。
右
検
証
に

よ
っ
て
、
論
証
モ
デ
ル
が
危
険
存
否
の
判
断
の
た
め
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
う
る
こ
と
が
示
き
れ
た
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
訴
訟
当

第
三
節
論
証
モ
デ
ル
の
有
効
性
と
そ
の
限
界

皿
ま
た
、
裁
量
と
危
険
と
の
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
被
害
者
原
告
側
か
ら
も
特
に
主
張
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

皿
な
お
、
前
提
事
実
２
～
４
は
、
損
害
発
生
の
蓋
然
性
を
認
定
す
る
の
に
直
接
有
意
味
な
事
実
で
は
な
く
、
前
提
事
実
１
を
補
強
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ
ち
な
み
に
、
抽
象
的
危
険
と
い
う
概
念
は
、
具
体
的
危
険
で
は
な
い
と
い
う
意
味
合
い
と
同
時
に
、
し
ば
し
ば
「
非
危
険
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
具
体
的

危
険
概
念
と
対
比
さ
れ
る
抽
象
的
危
険
概
念
の
法
理
論
的
解
明
が
求
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

山
中
で
も
前
提
事
実
２
（
並
び
に
こ
れ
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
前
提
事
実
４
）
は
、
加
害
意
思
を
示
す
も
の
で
あ
り
強
い
因
果
性
を
推
定
さ
せ
る
。

順
参
照
、
田
井
義
信
「
判
批
」
判
例
評
論
五
九
一
号
（
二
○
○
八
）
一
九
頁
以
下
、
拙
稿
「
銃
所
持
の
許
可
」
法
学
教
室
一
一
一
三
七
号
（
’
’
○
○
八
）
一
一
一
頁
以
下
。

川
も
っ
と
も
、
「
「
お
そ
れ
」
を
「
認
め
る
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
」
」
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
「
危
険
の
疑
い
」
の
認
定
を
許
容
す
る
趣
旨
（
つ
ま
り
、
事
実
が
不
確
実

で
あ
る
分
、
蓋
然
性
の
程
度
が
僅
か
で
あ
っ
て
も
足
り
る
）
と
読
み
込
む
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
現
行
法
上
、
「
お
そ
れ
」
と
「
お
そ
れ
を
認
め
る
に

相
当
の
理
由
」
が
使
い
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
法
実
務
的
に
も
独
自
の
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
（
な
お
、

法
制
局
長
官
を
長
年
務
め
た
林
修
三
氏
の
手
に
よ
る
『
法
令
用
語
の
常
識
』
（
日
本
評
論
社
二
九
七
五
）
一
六
六
頁
以
下
に
よ
れ
ば
、
「
お
そ
れ
の
あ
る
」
「
必
要
が
あ
る

と
き
」
「
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
の
表
現
の
ど
れ
を
用
い
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
必
要
性
が
客
観
的
に
明
ら
か
に
立
証
さ
れ

る
場
合
に
の
み
行
政
権
限
が
発
動
で
き
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
、
規
定
の
書
き
方
に
厳
重
な
し
ぼ
り
を
か
け
る
立
前
（
マ
マ
〉
で
、
用
語
を
選
択
す
る
心
が
け
が
必
要
で

あ
ろ
う
、
と
述
べ
る
に
留
ま
る
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
論
点
を
、
情
報
公
開
法
の
不
開
示
情
報
規
定
（
「
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
実
施
機
関
が
認
め
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
情
報
」
に
か
か
る
情
報
公
開
審
査
会
の
判
断
事
例
（
と
り
わ
け
当
不
当
審
査
（
裁
量
問
題
審
査
）
）
に
お

い
て
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
稲
葉
馨
「
情
報
公
開
審
査
会
に
お
け
る
裁
量
問
題
審
査
に
関
す
る
一
考
察
」
稲
葉
馨
・
亘
理
格
編
「
行
政
法
の
思
考
様
式
」
（
青
林
書
院
・

二
○
○
八
）
二
八
七
頁
以
下
が
参
考
に
な
る
。

社
・
二
○
○
七
）
四
三
頁
。

捉
え
行
政
庁
に
裁
量
的
判
断
を
認
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
北
村
和
生
「
判
批
」
速
報
判
例
解
説
編
集
委
員
会
編
「
速
報
判
例
解
説
一
号
」
（
日
本
評
論
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事
者
は
、
意
識
し
て
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
危
険
存
否
の
主
張
立
証
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
従
っ
て
推
論
構
造

も
ｌ
既
に
本
稿
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
ｌ
常
に
明
確
な
形
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
（
何
ら
か
の
合
理
的
再
構
成
は
避

け
ら
れ
な
い
）
。
し
か
し
、
こ
の
論
証
モ
デ
ル
を
自
覚
的
に
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
用
は
決
し
て
少
な
く
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
以
下
、
改
め
て
「
危
険
判
断
の
論
証
モ
デ
ル
」
の
有
効
性
を
、
行
政
決
定
（
乃
至
裁
判
判
決
）
の
「
正
当
化
の
文
脈
」
と
、

「
発
見
の
文
脈
」
の
観
点
か
ら
、
二
点
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

１
説
得
価
値
の
獲
得
（
正
当
化
の
文
脈
）

｜
第
一
点
は
、
論
証
モ
デ
ル
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
決
定
（
乃
至
裁
判
判
決
）
に
対
す
る
説
得
価
値
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
来
、
如
何
な
る
事
実
に
如
何
な
る
専
門
的
知
識
や
経
験
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
危
険
の
存
否
が
認
定
さ
れ
る
の
か
明
か
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
点
の
多
く
は
行
政
機
関
に
よ
る
裁
量
事
項
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
我
々
は
こ
れ
ま
で
こ
の
主
題
を
主
に
裁
判
所
に
よ
る
裁
量
統
制
論
の
中
で
扱
っ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
こ
れ
で
は
、
厳
格
な
統
制
が
期
待
で
き
な
い
予
測
不
能
な
行
政
決
定
を
も
た
ら
し
、
常
に
そ
の
決
定
内
容
の
正
当
性
を
疑
う
状

況
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
い
か
な
る
事
実
を
い
か
な
る
過
程
を
経
て
評
価
し
結
論
を
導
き
出
し
た
の
か
が
明
確
に
示

側

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
行
政
決
定
の
正
当
性
が
獲
得
さ
れ
、
説
得
価
値
も
ま
た
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

国
賠
訴
訟
で
危
険
の
存
否
が
争
わ
れ
る
場
合
、
従
来
は
住
々
に
し
て
「
諸
般
の
事
情
の
総
合
考
慮
」
の
下
、
行
為
の
違
法
性
と
決
定
権

者
の
故
意
・
過
失
な
ど
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
考
慮
さ
れ
て
い
た
が
、
危
険
判
断
の
論
証
モ
デ
ル
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
見
通
し
の
よ

Ⅱ

い
整
理
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
項
論
証
モ
デ
ル
の
有
効
性
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２
迅
速
か
つ
適
正
な
訴
訟
審
理
へ
の
寄
与
ｌ
要
件
事
実
論
の
視
点
か
ら
（
発
見
の
文
脈
）

｜
も
う
一
点
は
、
論
証
モ
デ
ル
は
迅
速
か
つ
適
正
な
訴
訟
審
理
に
寄
与
す
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
来
、
危
険
の
存
否
に
つ
い
て

は
訴
訟
手
続
上
、
訴
訟
当
事
者
に
よ
り
、
単
に
危
険
判
断
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
事
実
が
列
挙
さ
れ
、
「
危
険
が
あ
る
」
あ
る
い
は
「
危

険
が
な
い
」
の
ど
ち
ら
か
の
主
張
（
結
論
）
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
、
危
険
判
断
を
支
え
る
ど
の
よ
う
な
事
実
に
見
解
の
相
違
が
あ
る
の

か
不
明
確
な
ま
ま
審
理
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
見
た
裁
判
の
審
理
過
程
に
お
い
て
も
、
危
険

の
存
否
が
最
終
的
な
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
論
証
す
る
主
張
の
中
に
既
に
損
害
発
生
の
蓋
然
性
を
判
断
す
る
事
実
と

は
無
関
係
の
事
実
が
並
べ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
し
（
泉
佐
野
市
市
民
会
館
事
件
）
、
作
為
義
務
を
認
定
す
る
事
実
と
危
険
を

認
定
す
る
事
実
が
暖
昧
な
ま
ま
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
ナ
イ
フ
一
時
保
管
僻
怠
事
件
、
新
島
漂
着
砲
弾
爆
発
事
件
）
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
危
険
判
断
は
、
損
害
発
生
に
プ
ラ
ス
と
な
る
事
実
と
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
事
実
相
互
間
の

二
説
得
価
値
の
獲
得
は
、
ま
た
同
時
に
、
行
政
庁
に
よ
る
規
制
権
限
の
積
極
的
な
行
使
を
促
す
こ
と
に
も
寄
与
す
る
。
例
え
ば
、
危

険
概
念
は
、
場
合
に
よ
っ
て
ま
た
論
者
に
よ
っ
て
、
損
害
発
生
の
「
可
能
性
」
と
か
損
害
発
生
の
「
僅
か
な
蓋
然
性
」
、
あ
る
い
は
「
差

し
迫
っ
た
危
険
」
や
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
な
ど
、
様
々
な
呼
び
名
で
示
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
庁
の

規
制
権
限
の
適
正
な
行
使
を
妨
げ
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
行
政
庁
が
法
適
用
（
危
険
判
断
）
を
す
る
に
際
し
常
に
難
し

い
判
断
を
強
い
ら
れ
る
た
め
、
違
法
な
介
入
行
為
に
よ
る
訴
え
の
提
起
を
恐
れ
、
規
制
権
限
の
行
使
を
控
え
る
事
態
が
生
じ
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
危
険
判
断
の
論
証
モ
デ
ル
は
、
危
険
類
似
の
概
念
を
、
論
証
モ
デ
ル
の
適
用
の
局
面
に
お
い
て
、
簡
潔
に
統
一
的

に
説
明
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
（
不
確
実
な
事
実
を
含
む
危
険
概
念
（
危
険
の
疑
い
）
・
被
侵
害
利
益
の
重
大
性
？
決
定
可
能

な
最
終
時
点
な
ど
を
通
じ
て
。
概
念
の
最
小
化
・
単
純
化
の
試
み
）
、
単
な
る
理
論
上
の
利
点
の
み
な
ら
ず
、
行
政
庁
の
権
限
行
使
を

見
通
し
よ
く
し
、
執
行
欠
鋏
の
是
正
に
寄
与
す
る
と
い
う
点
で
、
実
務
的
に
も
効
果
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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